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１０
月
１６
日（
日
）町
最
大
の

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
〝
町
民

体
育
祭
〞
が
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
絶
好
の
体
育
日
和

と
な
り
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴

れ
の
下
、
た
く
さ
ん
の
種
目

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
体
を
動
か
す
こ
と

を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

さ
や
爽
快
感
を
味
わ
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
プ
ロ
グ
ラ

わたしたちの

ム
を
工
夫
し
、
参
加
し
て
い

た
だ
い
た
方
の
多
く
が
笑
顔

に
な
れ
た
体
育
祭
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
恒
例
の
地
区

対
抗
種
目
も
地
区
と
地
区
と

の
意
地
が
ぶ
つ
か
り
合
う
熱

戦
が
続
き
、
会
場
は
声
援
や

拍
手
で
大
い
に
沸
き
上
が
り

ま
し
た
。

　
な
お
、
地
区
対
抗
種
目
の

結
果
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

岬！　秋の陣～

カ
レ
ン
ダ
ー

保
健
衛
生
の
コ
ー
ナ
ー

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

教
育
委
員
会
だ
よ
り

生
活
の
ミ
ニ
情
報

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
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準優勝　上和泉Ｂ
第３位　西対海地
　　　　田  代  Ｂ

第53回

～輝け！　木曽

地区対抗綱引き地区対抗種目成績表
種　　目 順 位 結　果チ  ー  ム  名

優 勝
準優勝
第３位
優 勝
準優勝
第３位
優 勝
準優勝
第３位
優 勝
準優勝
第３位
優 勝
準優勝
第３位

73回
62回
53回
1'11"20
1'14"87
1'16"53
2'23"07
2'27"00
2'28"95
2'00"56
2'05"02
2'06"89
1'48"59
1'49"03
1'50"71

田代
名西
松永
南栄
源緑
富田子
田代
栄Ａ
名西子供会Ｂ
下和泉
南栄
加路戸
下和泉
第２栄
外平喜

地 区 対 抗
大 縄 跳 び

マ ス タ ー ズ
リ レ ー

ジ ュ ニ ア
リ レ ー

地 区 対 抗
ワープリレー

地 区 対 抗
リ レ ー

上　

見　

入

中　

和　

泉

東　

見　

入

脇　
　
　

付

西 

対 

海 

地

西 

白 

鷺 

川

新
富
田
子
Ａ

近　

江　

島

加　

路　

戸

上 

和 

泉 

Ｂ

栄 富　

田　

子

東 

富 

田 

子

松　
　
　

永

田　

代　

Ａ

下　

藤　

里

外　

平　

喜

豊　
　
　

崎

上 

和 

泉 

Ａ

町 

議 

会 

＆

町　

職　

員

下 

和 

泉 

Ｂ

小　

和　

泉

南　
　
　

栄

白　
　
　

鷺

日 

本 

ハ 

ム

名　
　
　

西

辰　
　
　

高

上　

藤　

里

源　
　
　

緑

下 

和 

泉 

Ａ

第　

２　

栄

な 

ぎ 

さ 

台

新
富
田
子
Ｂ

田　

代　

Ｂ

優勝 源　緑

カ
レ
ン
ダ
ー

保
健
衛
生
の
コ
ー
ナ
ー

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

教
育
委
員
会
だ
よ
り

生
活
の
ミ
ニ
情
報

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

※地区対抗大縄跳びの第３位は、松永・源緑・上藤里が同回数による再戦の結果。
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　町の財政事情を町民の皆さまに広く知っていただくため、特集として、皆さまに関係の深い一般会計を中心に、
決算のあらましをお知らせします。

◇
一
般
会
計

町
税
を
主
な
収
入
と
し
て
、
道

路
・
公
園
な
ど
の
整
備
や
、
教

育
や
社
会
福
祉
事
業
の
充
実
な

ど
、
町
が
一
年
間
行
っ
て
い
く

基
本
的
な
施
策
の
経
費
を
計
上

し
た
会
計
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

◇
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
や
下
水
道
な
ど

の
特
定
事
業
を
行
う
場
合
に
、

経
理
状
況
が
一
目
で
わ
か
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
、
一
般
会
計

と
は
別
に
経
理
す
る
会
計
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

◇
公
営
企
業
会
計

民
間
企
業
と
同
じ
よ
う
に
独
立

採
算
性
で
、
収
支
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
り
な
が
ら
経
理
す
る
会
計

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

◇
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
な
ど（
普
通
会
計
）を

対
象
と
し
た
実
質
赤
字
の
標
準

財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

当
町
の
標
準
財
政
規
模
の
場
合

15.0
％
を
超
え
る
と
財
政
健
全
化

団
体
と
な
り
健
全
化
計
画
を
策

定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◇
連
結
実
質
赤
字
比
率

全
会
計
を
対
象
と
し
た
実
質
赤

字
に
対
す
る
比
率
で
す
。
当
町

の
標
準
財
政
規
模
の
場
合
、

２０
％
を
超
え
る
と
財
政
健
全
化

団
体
と
な
り
健
全
化
計
画
を
策

定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◇
実
質
公
債
費
比
率

町
が
借
り
入
れ
た
地
方
債（
借

金
）の
当
該
年
度
の
元
利
償
還

金（
公
債
費
）の
う
ち
の
一
般
財

源
な
ど
か
ら
地
方
交
付
税
に
よ

り
措
置
さ
れ
る
災
害
事
業
費
な

ど
を
控
除
し
た
公
債
費
の
負
担

状
況
を
示
す
指
標
で
す
。
一
般

に
２５
％
を
超
え
る
と
公
債
発
行

（
地
方
債
の
発
行
）が
制
限
さ
れ

ま
す
。

木曽岬町歳入歳出決算
平成27年度

特 集

各会計別決算

　平成27年度の一般会計・特別会計・企業会計を合わせた決算総額は、歳入が58億2,662万2千円（前年度比較18.9％）、
歳出が55億8,973万2千円（前年度比較19.9％）となりました。
　このうち一般会計は、歳入が36億7,718万円（前年度比較31.3％）金額では8億7,747万7千円の増額、歳出では
34億9,600万9千円（前年度比較33.6％）金額では、8億7,967万8千円の増額となりました。歳入歳出差引額から平成
28年度に繰越すべき財源の1,893万円を差し引いた実質収支額は1億6,224万1千円となりました。
　国民健康保険等の6つの特別会計の総額は、歳入が19億7,189万8千円（前年度比較3.0％）、歳出が19億815万1千
円（前年度比較3.1％）となりました。また、公営企業会計の水道事業については、歳入が1億7,754万4千円（前年度比
較▲5.7％）、歳出が1億8,557万2千円（前年度比較▲5.6％）となりました。

（単位：千円・％）

一 般 会 計

区 分 比 較 増減率平成27年度 平成26年度

収益的収入

資本的収入

合 計

国民健康保険
特 別 会 計
介 護 保 険
特 別 会 計

小 計
（特別会計）

水道事業会計
（公営企業会計）

公共下水道
事業特別会計

農業集落排水
事業特別会計

土 地 取 得
特 別 会 計

後期高齢者医療
特 別 会 計

3,677,180

5,826,622

1,032,211

425,973

111,618

3,000

109,401

289,695

1,971,898

1,007,429

398,950

103,664

9,073

110,607

284,607

1,914,330

177,544

175,708

1,836

4,902,348

188,315

185,907

2,408

2,799,703 877,477

924,274

24,782

27,023

7,954

▲6,073

▲1,206

5,088

57,568

▲10,771

▲10,199

▲572

31.3

18.9

2.5

6.8

7.7

▲66.9

▲1.1

1.8

3.0

▲5.7

▲5.5

▲23.8

●歳入合計 （単位：千円・％）

一 般 会 計

区 分 比 較 増減率平成27年度 平成26年度

収益的支出

資本的支出

合 計

国民健康保険
特 別 会 計
介 護 保 険
特 別 会 計

小 計
（特別会計）

水道事業会計
（公営企業会計）

公共下水道
事業特別会計

農業集落排水
事業特別会計

土 地 取 得
特 別 会 計

後期高齢者医療
特 別 会 計

3,496,009

5,589,732

989,859

411,599

111,021

2,961

106,318

286,393

1,908,151

971,947

379,979

103,070

9,042

106,310

280,081

1,850,429

185,572

177,887

7,685

4,663,407

196,647

187,014

9,633

2,616,331 879,678

926,325

17,912

31,620

7,951

▲6,081

8

6,312

57,722

▲11,075

▲9,127

▲1,948

33.6

19.9

1.8

8.3

7.7

▲67.3

0.0

2.3

3.1

▲5.6

▲4.9

▲20.2

●歳出合計
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◇
将
来
負
担
比
率

地
方
債
の
残
高
を
は
じ
め
一
般

会
計
な
ど
が
将
来
負
担
す
べ
き

実
質
的
な
負
債
の
標
準
財
政
規

模
に
対
す
る
比
率
で
す
。
市
町

村
に
あ
っ
て
は
３５０
％
を
超
え
る

と
財
政
健
全
化
団
体
と
な
り
健

全
化
計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

◇
資
金
不
足
比
率

公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足
額

の
事
業
規
模
に
対
す
る
比
率
で

す
。
こ
の
指
標
が
２０
％
以
上
に

な
る
と
財
政
健
全
化
団
体
と
な

り
公
営
企
業
な
ど
の
健
全
化
計

画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

◇
町
　
税

町
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自

動
車
税
な
ど
の
普
通
税
と
、
入

湯
税
・
事
業
税
な
ど
の
目
的
税

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

◇
繰
入
金

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
各
種

基
金
な
ど
か
ら
受
け
入
れ
る
お

金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

◇
地
方
交
付
税

国
が
市
町
村
の
財
政
状
況
に
応

じ
て
交
付
す
る
お
金
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。
地
方
交
付
税
に

は
、
普
通
交
付
税
と
特
別
交
付

税
が
あ
り
ま
す
。

◇
国
庫（
県
）支
出
金

国（
県
）が
認
め
た
事
業
に
対
し

市
町
村
に
交
付
さ
れ
る
お
金

（
負
担
金
・
補
助
金
・
委
託
金
な

ど
）の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

◇
町
　
債

建
設
事
業
な
ど
、
将
来
の
町
民

に
も
建
設
費
用
を
負
担
し
て
も

ら
っ
た
ほ
う
が
公
平
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
事
業
な
ど
の
資
金

調
達
の
た
め
に
借
り
入
れ
る
お

金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

◇
自
主
財
源

町
が
自
主
的
に
収
入
し
う
る
財

源
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

◇
依
存
財
源

国
・
県
の
意
思
に
よ
り
定
め
ら

れ
た
額
を
交
付
さ
れ
た
り
、
割

り
当
て
ら
れ
た
り
す
る
収
入
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

特集

指標で見る財政事情

一般会計歳入決算の状況

平成27年度木曽岬町歳入歳出決算

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律第3条に
基づき、町の一般会計、特別会計等の決算に対しては
健全化判断指標の公表が義務付けられています。この
法律に定める判断基準値と平成27年度決算に基づく町
の健全化判断比率及び資金不足比率等は次のとおりです。
　当町における決算指数は何れにおいても国が定める
早期健全化基準値を下回っており、平成27年度決算に
おいては、健全な状態にあると判断されます。

（単位：千円）

歳　　入　　内　　訳 構成比率％

自  

主  

財  

源

依
　
　
存
　
　
財
　
　
源

合　　　　　　計 100.0

町 税
分 担 金 負 担 金
使 用 料 お よ び 手 数 料
財 産 収 入
寄 付 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
　 小 計 　
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
地 方 消 費 税 交 付 金
自 動 車 取 得 税 交 付 金
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
町 債
　 小 計 　

960,904
45,309
34,561

461,712
2,270

80,612
103,371

55,511
1,744,250

40,874
1,752
5,909
5,328

125,770
9,785
2,577

958,860
920

233,968
194,387
352,800

1,932,930

26.1
1.2
0.9

12.6
0.1
2.2
2.8
1.5

47.4
1.1
0.0
0.2
0.1
3.4
0.3
0.1

26.1
0.0
6.4
5.3
9.6

52.6

　歳入全体の構成比を見ますと、町税と地方交付税が
それぞれ26.1％を占め、これらを主な収入財源として
構成されています。
　財源の性質別では自主財源が、17億4,425万円で
全体の47.4％、依存財源は19億3,293万円で全体の
52.6％となりました。自主財源の比率は前年度比で
1.4ポイントの増加となりました。
　平成27年度決算は、町税収入が前年度比4,583万7千
円の増額となり、地方消費税交付金では4,822万2千円
の増額となりました。町土地開発公社の事業精算に
伴う出資団体還元金が4億4,000万円計上されたこと
から財産収入は大幅に増加し、町新庁舎建設に伴う
起債の借入等により町債も昨年度に比べ1億9,630万
円増加しました。これらの要因により、歳入全体では
8億7,747万7千円の増額となりました。
　今後も、行政活動の自主性と安定性を確保する上
で重要となる自主財源の確保のため、適切な事務事
業の改善に努めていきます。

歳入決算の概要

財政健全化法による
経営健全化のイメージ

財
政
健
全
団
体

財
政
悪
化
団
体

早期健全化基準値 財政再生基準値

健全団体 早期健全化
段　　　階 再生段階

平成27年度決算指数

早期健全化基準値 15.0%を超える
20.0%を超える財政再生基準値

三重県平均値

20.0%を超える
30.0%を超える

25.0%を超える 350.0%を超える
6.0%

8.2% 23.9%
35.0%を超える

20.0%を超える

平成27年度決算における町の健全化指数

※平成27年度決算指数中の　　は赤字額や将来負担額、資金不足額が発生しておらず、算定されない状況を示しております。

実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 資金不足比率連結実質赤字比率

3,677,180
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◇
義
務
的
経
費

歳
出
の
う
ち
、
そ
の
支
出
が
義

務
付
け
ら
れ
た
任
意
に
節
減
で

き
な
い
経
費
を
い
い
ま
す
。

◇
任
意
的
経
費

任
意
に
支
出
す
る
こ
と
が
で
き

る
経
費
で
あ
り
、
町
の
意
志
に

よ
っ
て
削
減
で
き
る
要
素
を
持

つ
経
費
を
い
い
ま
す
。

◇
扶
助
費

社
会
保
障
制
度
の
一
環
と
し

て
、
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に

支
出
さ
れ
る
経
費
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。（
生
活
扶
助
・
教
育
扶

助・医
療
扶
助・住
宅
扶
助
な
ど
）

◇
公
債
費

借
り
入
れ
た
地
方
債
の
元
利
償

還
金
お
よ
び
一
時
借
入
金
利
子

で
す
。

◇
補
助
費
な
ど

負
担
金
・
補
助
金
・
交
付
金
が

主
な
も
の
で
す
が
、
報
奨
金
や

損
害
保
険
な
ど
の
保
険
料
、
賠

償
金
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

◇
物
件
費

地
方
公
共
団
体
が
支
出
す
る
消

費
的
性
質
の
経
費（
人
件
費
・

維
持
補
修
費
・
扶
助
費
を
除
く
）

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

◇
経
常
収
支
比
率

財
政
構
造
の
余
裕
を
示
す
も
の

で
、
６５
％
〜
７５
％
が
望
ま
し
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
支
出
の
う

ち
人
件
費
な
ど
、
毎
年
必
ず
支

払
う
経
費
を「
経
常
的
経
費
」と

い
い
ま
す
。
ま
た
、
町
税
な
ど

毎
年
経
常
的
に
入
っ
て
く
る
財

源
を「
経
常
一
般
財
源
」と
い

い
、
使
い
道
が
自
由
な
経
常
一

般
財
源
か
ら
経
常
的
経
費
に
充

て
ら
れ
る
割
合
が「
経
常
収
支

比
率
」と
な
り
ま
す
。
こ
の
比

率
が
低
い
ほ
ど
自
由
に
使
え
る

資
金
が
多
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。

一般会計歳出決算の状況

一般会計地方債の状況

　歳出決算額は34億9,600万円9千円となり
前年度比較33.6％、金額で8億7,967万8千円の
増額となりました。
　性質別に見ると人件費、扶助費、公債費の
義務的経費が歳出全体の26.5％を占め、前年
度比で2,340万6千円の減額となりました。また
物件費、補助費、普通建設事業費等の任意的
経費は全体の73.5％を占め、前年度比で9億
308万4千円の増額となりました。中でも新庁舎の
建設費をはじめとする普通建設事業費は前年度
比で2億8,412万7千円の増額、また積立金も
前年度比で5億666万8千円の増額と、それぞれ
歳出の増額における大きな要因となっております。
　今後も、町財政の健全化を図るため引き続き
新たな行財政計画を策定し適切な財政事業の
改善に努め、弾力性を持った健全な財政運営と
事務事業の簡素化並びに効率化を図っていき
ます。

歳出決算の概要

（単位：千円）

歳　　出　　内　　訳 内　　　　　　　容構成比率％

合　　　　　　計 3,496,009 100.0

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
公 債 費

議会に係る費用に使われました。
主に窓口、税務、選挙事務に係る費用に使われました。
主に保育、社会福祉に係る費用に使われました。
主に健康予防、ごみ対策に係る費用に使われました。
主に農業、漁業の発展や振興に係る費用に使われました。
主に商業、観光に係る費用に使われました。
主に道路整備、都市計画に係る費用に使われました。
消防、防災に係る費用に使われました。
主に小・中学校、幼稚園に係る費用に使われました。
町の借金返済に係る費用に使われました。

58,143
1,213,523

657,256
226,882
269,593

22,144
392,316
239,970
298,125
118,057

1.7
34.7
18.8

6.5
7.7
0.6

11.2
6.9
8.5
3.4

（単位：千円）

区　　　　　分 平成26年度末現在高 平成27年度発行額 平成27年度償還額 差引現在高

合　　　　　　計

公 共 事 業 等 債
一 般 単 独 事 業 債
教育・福祉施設等整備事業債
財 源 対 策 債
減 税 補 て ん 債
臨 時 財 政 対 策 債
そ の 他

70,666
73,373

6,746
2,925

26,203
1,398,476

16,797

7,695
13,424

1,878
1,631
2,425

74,213
1,013

62,971
268,749

4,867
1,294

23,778
1,468,264

15,784

0
208,800

0
0
0

144,000
0

●歳出性質別状況

■人件費
　604,656千円 17.3％

■扶助費
　202,235千円 5.8％

■公債費
　118,057千円 3.4％

義務的経費
924,948千円　26.5％

任意的経費

■貸付金
　1,080千円 0.0％

■繰出金
　515,923千円
　14.8％

■積立金
　523,663千円 15.0％

■普通建設事業費
　455,864千円 13.0％
■補助費等
　433,629千円 12.4％

■維持補修費
　36,090千円 1.0％

■物件費
　604,812千円 17.3％

2,571,061千円 73.5％

1,595,186 102,279 1,845,707352,800
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特集

平成27年度主要事業

ピ クツ ア プツ

複合型施設建設工事費（基礎工事）
約2億2000万円

町道鍋田川線舗装工事
約4100万円

地方創生関連事業
約2400万円

自主運行バス委託料
年間約3100万円

農地・水保全管理事業
約4200万円

図書購入

人口ビジョン・
総合戦略策定業務

避難施設整備工事
約4600万円（写真は小学校外付け階段）

鍋田川堤防桜
維持管理費
年間約500万円
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きそさき
INFORMATION

●奨学金の貸与を受けようとする方の要件
　•木曽岬町に居住する方またはその子弟であること
　•町民税などの滞納がないこと
　•大学および高等学校などでの勉学に強い意欲を有す
　　る方であること
●貸与額等
　•大学生、専門学校生…… 1人につき月額20,000円
　•高校生  ………………… 1人につき月額10,000円
　※無利子で貸与します。
●返  還
　•卒業した次の年から、貸与期間の
　　２倍年数以内に、月賦または半年
　　賦で返還
　　（例えば貸与年数が4年の場合は
　　8年以内に返還）

●申込方法
　【申込書類】•修学奨学金貸与申請書（様式第1号）
　　　　　　•「木曽岬町夢とふれあい教育基金」によ
　　　　　　　る修学奨学金に係る契約書（様式第2号）
　　　　　　•住民票世帯全員の写し（本人の除票を含
　　　　　　　む）
　　　　　　•課税証明書
　　　　　　※様式第1号、第2号については、教育委
　　　　　　　員会で希望の方に配布します。また、町
　　　　　　　ホームページ内、「教育委員会」からダウ
　　　　　　　ンロードできます。
　 【申込期間】11月1日㈫～11月30日㈬
 　【申込み先】教育委員会
●貸与決定の通知について
　平成29年2月中旬までに、申請者に通知させていた
　だきます。
●問合せ先　教育委員会事務局教育課　林　☎68-1617

●申込方法
　役場福祉健康課にて利用料とともに申し込んでくださ
　い。（印鑑をお持ちください。）
●申込期限
　11月30日（水）
●実  施  日
　12月中に業者がお宅へお伺いして布団をお預かりし、
　概ね１週間以内にお届けします。
　なお、お伺いする日時は、業者から連絡します。
　※布団の貸出し有（有料）
●対象寝具 
　①掛け布団+敷き布団+毛布
　②マットレス+ベットパット+掛け布団+毛布
　③マットレス+ベットパット+掛け布団+敷き布団+
　　毛布
　※羽毛布団等もご利用いただけます。
●利  用  料
　①700円、　②910円、　③1,130円

●利用対象者
　•概ね65歳以上の一人暮らしの方
　•介護認定を受けた方
　•心身障がい児（者）で衛生管理が困難な方
●申込みおよび問合せ先
　福祉健康課　☎68-6104

～奨学金の申込について～

ふとん洗濯サービスのご案内
清潔なおふとんでグッスリ睡眠

　今年度も木曽岬町修学奨学金の貸与を希望される方を募集します。この制度は、町内篤志家からご寄附いただ
いた資金で創設した「木曽岬町夢とふれあい教育基金」を原資に、大学および高等学校などでの勉学に強い意欲
を有する方に奨学金を貸与し、将来、町に貢献できるような人に育っていただくことを目的にしています。
　制度の概要は、次のとおりです。

　洗浄・すすぎ・脱水そして乾燥・消毒により汚れやダニもきれいにとれる寝具洗濯サービスをご利用ください。

洗濯前

洗濯後
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後期高齢者健康診査・後期高齢者歯科健康診査
（75歳・80歳）のご案内
　後期高齢者健康診査・後期高齢者歯科健康診査（75歳・80歳の方限定）はもう受けられましたか？
　まだ、受診されていない方は期限が迫っていますので、ご自身の健康管理の為にもお早めに受診してください。

■後期高齢者健康診査
●対　象　者／後期高齢者医療制度に加入の方で平成28年8月31日までに資格取得された方
●健 診 期 限／平成28年11月30日（水）まで
●持　ち　物／①受診券　②保険証　③質問票　④自己負担金
●自己負担金／ 500円または200円です。（受診券に記載されています。）

受診費用の自己負担金は、木曽岬町長寿医療健康診査費用助成制度により助成を受けることができま
すので、住民課にて申請してください。

●申 請 期 限／平成29年2月28日（火）まで
●持　ち　物／①印鑑　②振込口座がわかるもの　③健康診査の領収書

※個別に指定医療機関で後期高齢者健康診査を受けた方へ

■後期高齢者歯科健康診査
●対　象　者／平成28年3月31日時点において、後期高齢者医療に加入されている方のうち、　
　　　　　　　75歳と80歳の方です。対象の方へはすでに受診券等を送付しています。
●健 診 期 限／平成28年11月30日（水）まで
●持　ち　物／①受診券　②保険証　③質問票　④健診票　⑤健診結果のお知らせ
●自己負担金／無料

【問合せ先】　役場　住民課／☎68-6103

『複合型施設行政棟（木曽岬町役場新庁舎）で
　　　　　　　　　　　　　間もなく業務開始！』
『複合型施設行政棟（木曽岬町役場新庁舎）で
　　　　　　　　　　　　　間もなく業務開始！』

複合型施設建設通信 Vol.12

　建物の外観は見ていただけましたでしょうか、正面は再生木製のルーバーで暖かみがあり、入口はガラス
張りのモダンな雰囲気となっています。行政棟一階のピロティ―（屋根の広場）から木曽岬ステーション（玄関
ロビー）に入っていただきますと、天井高は8ｍ程あり、心癒される皆さんの交流空間となっていますので完成
時には是非お出かけいただきたいと思います。
　皆様のご理解ご協力のおかげで一期工事を無事完成することが
出来ます。
　木曽岬町複合型施設の完成に向けて、二期工事も引き続きご理
解ご協力をお願いします。

◎新庁舎での業務開始日
　平成28年11月21日（月）　午前8時30分
◎複合型施設行政棟〈内覧会〉の開催
　平成28年11月27日（日）　午前11時から午後5時まで
　内覧会は、自由見学となりますので皆様お誘いあわせの上お越しください。
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複合型施設建設事業は「みえ森とみどりの県民税市町交付金事業」を活用しています。
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　職員の給与や勤務条件など、木曽岬町の人事行政について理解を深めていただけるよう平成27年度の状況を
お知らせします。

町職員の給料などを公表します

※町長、教育長を除きます。

◆職員の任免および職員数に関する状況
採用状況

職　　種 人 数
１ 人一般行政職

（平成28年４月１日）

退職状況
職　　種 人 数

３ 人
１ 人
２ 人
６ 人

定 年 退 職
応募認定退職
普通退職ほか
合　　計

（平成27年度中）

部門別職員数の状況

◆人件費の状況
歳出額（Ａ） 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ/Ａ） 前年度人件費率
3,496,009 604,656 17.3％ 23.0％

（平成27年度一般会計決算）　（単位：千円）

※人件費には、特別職の報酬等が含まれます。

（各年度４月１日現在）

区 分

教 育 部 門

合 計

議 会
総務・企画
税 務
農林水産
土 木
民 生
衛 生
小　計

水 道
下 水 道
そ の 他
小　計

2
14
6
5
2
20
7
56
9
1
1
4
6
71

2
14
5
5
3
15
7
51
10
1
1
4
6
67

0
0
－1
0
1
－5
0
－5
1
0
0
0
0
－4

対前年増減数平成28年度平成27年度

一
般
行
政
部
門

公
営
企
業
等

◆職員の平均給料月額・平均年齢の状況
平均給料月額 平均年齢

一 般 行 政 職
技 能 労 務 職

324,800円
192,400円

43.7歳
60.3歳

（平成28年４月１日）

区 分

225,500円
─

321,500円
─

247,400円
─

◆経験年数・学歴別平均給料の状況
7年以上10年未満 10年以上15年未満 15年以上20年未満

大 学 卒
高 校 卒

（平成28年４月１日）

区 分

一般行政職

176,700円
144,600円

189,200円
169,100円

◆初任給の状況
木曽岬町 三重県

大 学 卒
高 校 卒

（平成28年４月１日）

区 分

一般行政職

◆手当の状況
配偶者 13,000円
配偶者以外の扶養親族１人につき 6,500円
配偶者がいない場合の１人のみ 11,000円
特定扶養加算（16歳以上22歳までの子１人につき）
 5,000円
借家居住者（12,000円を超える額）
 支給限度額　27,000円
自宅居住者（新築または購入後５年まで）
 2,500円

（平成28年４月１日）

扶養手当

住居手当

交通機関利用者 支給限度額　55,000円
交通用具利用者　片道２㎞以上の距離に応じて
 2,000円～31,600円

通勤手当

期末勤勉
手 当

6月期
12月期
合計

期末手当
1.225月分
1.375月分
2.600月分

勤勉手当
0.75月分
0.85月分
1.600月分

※職制上の段階、職務の級等による加算措置
　あり

※このほか、時間外勤務手当、宿日直手当、管理職手当、地域手当などがあります。　※扶養手当、通勤手当の内容は国と同じです。
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（平成27年度支給割合）
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※町長の期末手当は、平成25年12月支給から55％削減

◆特別職の報酬等の状況
給料月額等 期末手当

町 長
教 育 長
議 長
副 議 長
議 員

670,000円
520,000円
285,000円
225,000円
210,000円

（平成28年４月１日）

区 分
6月期 1.975月分　　　12月期　 2.225月分
合計 4.200月分　　　※役職加算あり　　（平成27年度支給割合）
6月期 1.225月分　　　12月期　 1.375月分
合計 2.600月分　　　※役職加算あり

◆勤務時間の状況
1日の勤務時間は、午前8時30分から午後5時15分までで、週38時間45分勤務です。

◆休暇制度
1年（暦年）に20日間付与されます。
残日数がある場合は、20日を限度に翌年に繰り越すことができます。
病気療養に必要な期間（90日以内）について有給の休暇となります。

年次有給休暇

特定の事由に基づいて有給の休暇が認められます。
結婚休暇、忌引休暇、産前産後休暇、夏季休暇などです。

特 別 休 暇

同居の家族の介護が必要な期間（連続する180日以内）について無給の休暇となります。介 護 休 暇

病 気 休 暇

※平成27年中の有給休暇の平均取得日数　8.5日

◆研修の状況
全職員を対象に職場内研修を行い、職務遂行能力向上に
努めています。平成27年度においては、日常的な仕事
の効率向上と時間効率の改善を目的としたタイムマネ
ジメント研修を実施しています。
また、職場外研修として、主に三重県市町総合事務組合
が主催する研修に、役職や経験年数、専門分野等に応じ
て受講しています。

◆福利厚生事業
地方公務員法第42条の規定に基づき、職員の福利厚生
増進を図るため、㈶三重県市町村職員互助会に加入し、
福利厚生事業を実施しています。事業内容等は、以下を
参照してください。
http://www.zc.ztv.ne.jp/fukuri/index.htm

◆職員の分限処分および懲戒処分
区 分 人 数

１ 人
０ 人

分 限 処 分
懲 戒 処 分

（平成27年度）
◆公平委員会における業務の状況

業 務 件 数
無
無
無

勤務条件に関する措置要求
不利益処分に対する不服申立て
苦情処理

（平成27年度）

～ ヘルシークッキングのお知らせ ～

●日　　時／11月25日（金）　午前10時～午後1時頃まで
●開催場所／保健センター
●対　　象／木曽岬町の一般成人の方
●定　　員／12名（6名以上で実施いたします。）
●実施内容／ミニ講話と調理実習
●参 加 費／300円（材料費）
●持 ち 物／エプロン、三角巾、布巾2枚、米0.5合

●申込方法／11月17日（木）までに
　　　　　　役場福祉健康課（68-6104）管理栄養士まで
　　　　　　お電話もしくは窓口にてお申し込みくだ
　　　　　　さい。
　　　　　　（定員になり次第締め切ります。）
※今後ヘルシークッキングのお知らせ
　2月10日（金）予定

糖尿病を予防しよう！糖尿病を予防しよう！糖尿病を予防しよう！
11月14日は〝世界糖尿病デー〟

カ
レ
ン
ダ
ー

保
健
衛
生
の
コ
ー
ナ
ー

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

教
育
委
員
会
だ
よ
り

生
活
の
ミ
ニ
情
報

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
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平
成
２８
年
分「
年
末
調
整
説
明
会
」

お
よ
び
「
所
得
税
の
青
色
決
算
説
明

会
」
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
の

で
、
是
非
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

●
年
末
調
整
説
明
会

　
対　
象　
法
人
お
よ
び
従
業
員
の

　
　
　
　
　
い
る
個
人
事
業
主
の
方

　
日　
時　
１１
月
１８
日（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
１０
時
〜
正
午

　
会　
場　
桑
名
市
民
会
館　
２
階

　
　
　
　
　
小
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
桑
名
市
中
央
町
３
│
２０

●
所
得
税
の
青
色
決
算
説
明
会

　
対　
象　
個
人
事
業
主
の
う
ち
青

　
　
　
　
　
色
申
告
の
方

　
日　
時　
１１
月
１８
日（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
３０
分

　
　
　
　
　
〜
午
後
３
時
３０
分

　
会　
場　
桑
名
市
民
会
館　
２
階

　
　
　
　
　
小
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
桑
名
市
中
央
町
３
│
２０

●
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

　
⑴
年
末
調
整
説
明
会

　
　
税
務
署
か
ら
送
ら
れ
た
、
年
末

　
　
調
整
関
係
書
類

　
⑵
所
得
税
の
青
色
決
算
説
明
会

　

※

青
色
申
告
決
算
書
用
紙
は
当
日

　
　
会
場
に
て
配
付
し
ま
す
。

　
　
な
お
、
所
得
税
の
青
色
申
告
決

　
　
算
書
用
紙
等
は
確
定
申
告
書
に

　
　
同
封
し
て
送
付
さ
れ
ま
す
が
、

　
　
電
子
申
告
を
さ
れ
て
い
る
方
に

　
　
は
、
確
定
申
告
書
お
よ
び
青
色

　
　
申
告
決
算
書
と
も
に
送
付
さ
れ

　
　
ま
せ
ん
。

●
お
願
い

　
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

　
の
で
、
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関

　
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
桑
名
税
務
署

　
　
年
末
調
整
説
明
会
に
つ
い
て

　
　
　
法
人
課
税
第
一
部
門

　
　
　
源
泉
担
当

　
　
☎
０
５
９
４
│
３
７
│
０
３
０
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
通
）

　
　
所
得
税
の
青
色
決
算
説
明
会
に

　
　
つ
い
て

　
　
　
個
人
課
税
第
一
部
門

　
　
　
指
導
担
当

　
　
☎
０
５
９
４
│
２
２
│
５
１
２
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
通
）

【
採
用
種
目
】

　
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

●
受
付
期
間

　
随
時
受
付

●
受
験
資
格

　
１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
健
康
な
男

　
子

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
会
開

催
（
無
料
）（
秘
密
厳
守
）

●
採
用
試
験
日

　
⑴
１１
月
自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験

　
　
平
成
２８
年
１１
月
２０
日

　
⑵
１２
月
自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験

　
　
平
成
２８
年
１２
月
１８
日

●
試
験
会
場

　
受
付
時
に
案
内

【
採
用
種
目
】

　
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

●
受
付
期
間

　
⑴
推
薦　
平
成
２８
年
１１
月
１
日

　
　
　
　
　
〜
平
成
２８
年
１２
月
２
日

　
⑵
一
般　
平
成
２８
年
１１
月
１
日　

　
　
　
　
　
〜
平
成
２９
年
１
月
６
日

●
受
験
資
格

　
⑴
推
薦

　
　
男
子
中
学
卒
（
見
込
を
含
む
。）

　
　
１７
歳
未
満
の
、
成
績
優
秀
か
つ

　
　
生
徒
会
活
動
等
に
顕
著
な
実
績

　
　
を
修
め
、
学
校
長
が
推
薦
で
き

　
　
る
者

　
⑵
一
般

　
　
男
子
中
学
卒
（
見
込
を
含
む
。）

　
　
１７
歳
未
満
の
者

●
採
用
試
験
日

　
⑴
推
薦

　
　
平
成
２９
年
１
月
７
日
〜
９
日
の

　
　
い
ず
れ
か
一
日

　
⑵
一
般

　
　
一
次
試
験

　
　
　
平
成
２９
年
１
月
２１
日

　
　
二
次
試
験

　
　
　
平
成
２９
年
２
月
２
日
〜
５
日

●
試
験
会
場

　
⑴
推
薦

　
　
高
等
工
科
学
校
（
神
奈
川
県
）

　
⑵
一
般

　
　
三
重
県
四
日
市
庁
舎（
三
重
県
）

　
　
予
定

　
　
〒
５１０
│
００７４　
三
重
県
四
日
市
市
鵜

　
　
の
森
１
│
１４
│
１１

　
　
（
阿
部
ビ
ル
２
Ｆ
）

　
　
自
衛
隊
四
日
市
地
域
事
務
所

　
　
☎
０
５
９
│
３
５
１
│
１
７
２
３

　
　
受
付
時
間

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
自
衛
官
募
集
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
０
１
２
０
│
０
６
３
│
７
９
２

　
　
受
付
時
間　
正
午
〜
午
後
８
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
年
中
無
休
）

　
１１
月
９
日（
水
）か
ら
１５
日（
火
）ま

で
全
国
一
斉
に
、
秋
季
火
災
予
防
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い「
防
火
ポ
ス
タ
ー
展
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
展
示
す
る
ポ
ス
タ
ー
は
管
内

の
小
・
中
学
生
の
平
成
２８
年
度
入
賞

作
品
８４
点
で
す
。

●
防
火
ポ
ス
タ
ー
展

　
と　
き　

　
①
１１
月
４
日（
金
）

　
　
　
　
〜
１１
月
１３
日（
日
）

　
②
１１
月
１５
日（
火
）

　
　
　
　
〜
１１
月
２３
日（
祝
・
水
）

　
と
こ
ろ　

　
①
イ
オ
ン
モ
ー
ル
東
員

　
　
（
東
員
町
大
字
長
深
５１０
│
１
）

　
②
イ
オ
ン
モ
ー
ル
桑
名

　
　
（
桑
名
市
新
西
方
１
丁
目
２２
）

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
定
期
的
に

　
点
検
し
ま
し
ょ
う
！

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
古
く
な

　
る
と
電
子
部
品
の
寿
命
や
電
池
切

　
れ
な
ど
で
、
火
災
を
感
知
し
な
く

　
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
と
て
も

　
危
険
で
す
。
ぜ
ひ
ご
自
身
で
点
検

　
し
て
、
設
置
か
ら
１０
年
経
過
し
て

　
い
る
場
合
は
、
取
替
え
を
お
す
す

　
め
し
ま
す
。

●
２
０
１
６
年
度
全
国
統
一
防
火
標

　
語

　
「
消
し
ま
し
ょ
う

　
そ
の
火
そ
の
時　
そ
の
場
所
で
」

　
こ
れ
か
ら
は
、
火
災
が
発
生
し
や

　
す
い
季
節
を
迎
え
ま
す
。火
の
元
、

　
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

　
ま
し
ょ
う
。

　
　
桑
名
市
消
防
本
部　
予
防
課

　
　
☎
０
５
９
４
│
２
４
│
５
２
７
９

　
子
育
て
、
年
金
、
介
護
、
労
働
、

金
融
な
ど
の
相
談
に
弁
護
士
・
社
会

保
険
労
務
士
・
介
護
支
援
専
門
員
が

親
切
に
お
応
え
し
ま
す
。

●
日　
　
時

　
１１
月
１９
日（
土
）

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

●
場　
　
所

　
桑
名
市
総
合
福
祉
会
館

　
会
議
室

問

問

問

ミ
ニ
情
報

ミ
ニ
情
報

生
活
の

生
活
の

「
年
末
調
整
説
明
会
」お
よ
び

「
所
得
税
の
青
色
決
算
説
明

会
」を
開
催
し
ま
す

法
人
お
よ
び
個
人
事
業
主
の

皆
さ
ん
へ

採
用
種
目
別
試
験
日
程
等

秋
季
火
災
予
防
運
動

カ
レ
ン
ダ
ー

保
健
衛
生
の
コ
ー
ナ
ー

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

教
育
委
員
会
だ
よ
り

生
活
の
ミ
ニ
情
報

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
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三
重
県
最
低
賃
金
が
時
間
額

７
９
５
円
に
改
定

児
童
虐
待
防
止
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
く
わ
な
を
開
催
し
ま
す
！

●
申  

込  

み

　
事
前
申
込
制
。
左
記
電
話
ま
た
は

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
当
日
空
い
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

　
す
。
当
日
で
も
Ｔ
Ｅ
Ｌ
く
だ
さ
い
。

　
　
暮
ら
し
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
桑
員

　
　
（
構
成
団
体
：
桑
員
地
区
労
働

　
　
者
福
祉
協
議
会
・
連
合
三
重
桑

　
　
員
地
域
協
議
会
）

　
　
（
協
力
団
体
：
桑
名
市
社
会
福

　
　
祉
協
議
会
）

　
　
☎
０
５
９
４
│
８
７
│
７
１
６
９

　
　
FAX
０
５
９
４
│
２
４
│
１
０
０
０

　
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為

と
い
っ
た
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人

権
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
付

け
る
専
用
の
電
話
相
談
窓
口
で
す
。

　
相
談
は
、
法
務
局
職
員
ま
た
は
人

権
擁
護
委
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　
ま
た
、
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

●
実
施
日
時
等

⑴
期　
　
間

　
１１
月
１４
日（
月
）〜
２０
日（
日
）ま
で

　
の
７
日
間

⑵
時　
　
間

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
７
時
ま
で

　
た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
は
午

　
前
１０
時
〜
午
後
５
時
ま
で

　
（
土
・
日
の
電
話
相
談
は
、
名
古

　
屋
法
務
局
の
担
当
者
が
対
応
し
ま

　
す
。）

⑶
相
談
番
号

　
☎
０
５
７
０
│
０
７
０
│
８
１
０

　
　
　
　
　
　
　
（
全
国
統
一
番
号
）

　
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
ま
た
は

山
林
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う

全
て
の
方
は
、
記
帳
と
帳
簿
書
類
の

保
存
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
記
帳
・
帳
簿
書
類
の

保
存
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
所
得

税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告

が
必
要
で
な
い
方
も
対
象
と
な
り
ま

す
。

　
詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp

）
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務

署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
桑
名
税
務
署　
個
人
課
税
部
門

　
　
☎
０
５
９
４
│
２
２
│
５
１
２
３

　
　
　
　
　
　
　
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

●
日　
　
時

　
１１
月
６
日（
日
）

　
午
前
９
時
５０
分
〜
午
後
０
時
２０
分

●
場　
　
所

　
桑
名
市
民
会
館
ホ
ー
ル

１
．
目
的
ま
た
は
趣
旨

　
小
学
生（
３
年
生
〜
６
年
生
）を
対

　
象
に
租
税
教
育
の
一
環
と
し
て
正

　
し
い
税
知
識
と
納
税
の
大
切
さ
を

　
理
解
し
て
い
た
だ
く

２
．
事
業
内
容

　
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
楽
し
み

　
な
が
ら
租
税
に
つ
い
て
学
ん
で
も

　
ら
う
た
め
桑
名
税
務
署
長
に
税
金

　
博
士
に
な

　
っ
て
い
た

　
だ
き
税
金

　
ク
イ
ズ
に

　
○×

で
答

　
え
て
も
ら

　
い
最
優
秀

　
賞
を
め
ざ

　
し
ま
す
。

　
　
公
益
社
団
法
人　
桑
名
法
人
会

　
　
事
務
局

　
　
☎
０
５
９
４
│
２
４
│
０
１
２
５

　
三
重
県
最
低
賃
金
は
、
平
成
２８
年

１０
月
１
日
か
ら
、
２４
円
引
き
上
げ
ら

れ
て
「
時
間
額
７
９
５
円
」
に
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
最
低
賃
金
は
、
年
齢
・
雇
用

形
態（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
）

を
問
わ
ず
、
三
重
県
内
で
働
く
全
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
特
定
の
産
業
に
該
当
す
る

事
業
場
で
働
く
労
働
者
に
は
、
特
定

（
産
業
別
）最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に

対
応
し
て
、
中
小
企
業
支
援
の
た
め

の
業
務
改
善
助
成
金
制
度
や
最
低
賃

金
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
無
料
相
談
窓
口

（
０
１
２
０
│
３
１
１
│
６
１
５
）を

設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　
　
三
重
労
働
局
賃
金
室

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
６
│
２
１
０
８

　
１１
月
は
虐
待
防
止
月
間
で
す
。

　
児
童
虐
待
防
止
お
よ
び
子
ど
も
の

社
会
的
擁
護
に
つ
い
て
考
え
る
た
め

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日　
　
時

　
１１
月
３
日（
祝
・
木
）

　
午
後
１
時
１５
分
〜

●
内　
　
容

　
第
１
部
講
演
会

　
　
「
人
に
も
モ
ノ
に
も
自
分
に
も

　
　
あ
た
ら
な
い
社
会
を
目
指
し
て
」

　
　
講
師
：
島
田
妙
子
氏

　
第
２
部
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
（
桑
名
市
長　
伊
藤
徳
宇
氏
他
）

●
会　
　
場

　
桑
名
市
民
会
館（
２
階
小
ホ
ー
ル
）

●
定　
　
員

　
３
０
０
名

　
入
場
無
料
、
予
約
不
要
（
託
児
・

　
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
・
磁
気
ル

　
ー
プ
あ
り
ま
す
）

●
主　
　
催

　
桑
名
市
、
チ
ャ
イ
ル
ド
フ
ァ
ー
ス

　
ト
く
わ
な
（
Ｃ
Ｆ
Ｋ
）

●
共　
　
催

　
三
重
県
、
三
重
県
里
親
会
、Ｎ
Ｐ

　
Ｏ
法
人
Ｍ
Ｃ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
み
っ
く
み
え

●
と　
　
き

　
１１
月
１１
日（
金
）

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

●
と  

こ  

ろ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
桑
名　
会
議
室

●
内　
　
容

　
•
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
桑
名
管
内
の
福

　
　
祉
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６
社
程
度
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よ
る
各

　
　
ブ
ー
ス
で
の
個
別
面
談

　
•
福
祉
に
関
す
る
お
し
ご
と
相
談

　
　
（
介
護
・
看
護
・
保
育
）

　
福
祉
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
、
資

格
取
得
を
考
え
て
い
る
方
、
就
職
活

動
中
の
方
な
ど
、
福
祉
未
経
験
の
方

も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
ハ
ロ
ー
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ク
桑
名

　
　
求
人
専
門
援
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部
門

　
　
☎
０
５
９
４
│
２
２
│
５
１
４
１

　
　
【
事
前
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込
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要
】

問

問

問

問

問

全
国
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斉
「
女
性
の
人
権
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
に

つ
い
て
（
資
料
）

個
人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る

方
の
帳
簿
の
記
載
・
記
録
の

保
存
に
つ
い
て

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
桑
名
『
介
護

就
職
デ
イ
』
〜
福
祉
の
し
ご

と
就
職
相
談
会
〜

第
２６
回
「
子
供
税
金
ク
イ
ズ

大
会
」
な
る
ほ
ど
・
ザ
ち
っ

く
た
っ
く
す
わ
ん
ぱ
く
版
２

０
１
６

昨年の○×クイズの様子昨年の○×クイズの様子
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教育委員会
☎68-1617

問合せ先

　9月24日（土）に木曽岬小学校で運動会を開催しました。

当日、朝から雨が心配されプログラムを一部変更しなが

らの進行となりました。閉会式は雨に見舞われましたが、

なんとか最後の種目までやりきることができました。最

後までやり遂げられたのは、子ども達の元気いっぱいの

頑張りが天に届いたからかもしれません。

　運動会は子どもたちの取り組みの成果を保護者の方や

地域の皆様に見ていただくことができるとても大きな行

事です。今年は「みんなでつなごう　心のバトン！！」

をスローガンに一生懸命練習しました。

　練習日もたくさん雨が降り、ダンスや組み体操など団

体演技の練習を体育館や教室など限られた場所で行わざ

るを得ませんでしたが、本番では、どの学年も素晴らし

い演技を披露することができました。

　低学年の団体演技は「アロハ・エ・コモ・マイ」でした。

各クラスが違った色の手袋をはめて、元気いっぱいダン

スをしました。1年生は初めての運動会ということもあ

り、緊張している子もいたようですが、2年生にリード

してもらいながら、全員で最後まで踊りきることができ

ました。

　中学年の団体演技は「ソーラン2016」でした。久

しぶりのソーラン復活ということもあり、3，4年生の

子ども達も気合い十分で、力強い太鼓の音と大漁旗、迫

力のあるダンスを披露することができました。

　高学年は組み体操。今年は「Create the future」と

題して、日本から中国、ニュージーランド、オーストラ

リア、ドイツ、イギリス、エジプト、南米、アメリカと

世界各国の自然や建造物を表現しました。組み体操だけ

でなく、「KARATE」に合わせたダンスや、ニュージー

ランドの伝統舞踊である「ハカ」などを取り入れた演技

になりました。

　その他、徒競走、団体競技、リレー競技、綱引きでも

白熱した戦いとなり、赤組・白組みどちらも譲らずの勝

負となりました。最終の全校競技「一発逆転！みんなで

ワッショイ！」で勝った方の優勝という接戦の中、最後

は赤組が勝利しました。赤組も白組も最後まで諦めずに

力いっぱい頑張る姿が印象的な運動会でした。

小学校
天気に負けない元気いっぱいの運動会開催！

　第21回三重県歯科保健大会の図画・ポスターコンクールにて、

伊藤駿さん（南部幼稚園）が佳作入選となりました。おめでとうございます。

　なお、今回のコンクールは、県内全域で行われた各地区のコンクールにて優秀な成績

を収められた方々が審査対象となっております。

平成28年度歯と口の健康週間
図画・ポスターコンクール
入選おめでとう！

高学年の団体演技

低学年の団体演技

←幼稚園の部で佳作に入賞した
　伊藤俊さん
　写真は、桑員地区の図画・ポスターコンクール「幼稚園　図画の部」において、
　1位に入賞されたときのものです
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Ｓ 　今年の木曽中フェスティバルは「花～咲き誇れ　満開

の笑顔～」をテーマとして、9月28日（水）に文化的行事、

9月30日（金）に体育的行事を行いました。オープニン

グは若櫻太鼓の迫力ある太鼓の響きとバチさばきで観客

を魅了しました。

　文化的行事の1年生の発表はリコーダー演奏による

「カントリーロード」と、手話と合唱での「雨のち晴レ

ルヤ」でした。手話講座を歌の前に開き、観客にも手話

の意味を理解してもらい、一緒に行いました。

　2・3年生は劇を披露しました。2年生は学年で「浦

島太郎」をコミカルに表現し、BGMの演奏で場面を盛

り上げました。3年生はA組が「さよ子のカウンセリング」

B組が「終わりよければ、すべてよし」を披露しました。

どちらもユーモアに溢れる台本で、出演した人はもちろ

ん、大道具、小道具、衣装、音響、照明を担当した人み

んなの取組・努力が伝わってくる発表でした。有志発表

では、「ピアノ演奏」「ダンス」「空手演武」が行われ、

会場を大いに盛り上げてくれました。

　体育的行事では、生徒会が中心となって生徒の力で競

技種目の運営等を責任を持って行いました。今年のテー

マのとおり、一人ひとりが自分の力を精一杯出し切り、

友だちと力を合わせて競技ができ、勝っても負けても笑

顔で終えることができました。大縄跳びでは、3Bが

60回以上も跳び、大いに会場を沸かせてくれました。

　最後の全員リレーでは、1年生のバトンパスの技術の

高さには目を見張るものがありました。2年生は走る前

に円陣を組んで気合いを入れるなど両クラスとも白熱し

た戦いとなりました。3年生はダイナミックな走りとバ

トンパスの素晴らしさはクラスの絆を感じました。全体

を通して、どの学年もとても感動的なものとなり、一人

ひとりの心が一つになりました。この成果をぜひ今後の

学校生活に活かしていってほしいと思います。生徒会執

行部　横井悠汰さんの感想を紹介します。

中学校
「花　～咲き誇れ　満開の笑顔～　木曽中フェスティバル」

文化的行事の様子

体育的行事の様子

　今年は、記念すべき70回目の体育祭、
文化祭でした。文化祭は、特に夏休みから
取り組み始めました。その成果もあり、当
日は、全てのクラスが一番良い発表が出来
ました。だからこそ、一生の記憶に残りま
す。
　体育祭では、各クラスが一致団結し、勝
つ気持ちで満ちあふれていました。中でも
３年生は最後の競技を残して、同点で、ど
ちらのクラスも「勝ちたい！」という思い
で白熱した戦いとなりました。ちなみに、
僕は３年目にしてやっと勝てたので嬉しか
ったです。
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大会結果報告

　9月4日（日）に四日市中央緑地体育館（三重県）で開催された「第9回三重県
空手道錬成大会」において、木曽岬町スポーツ少年団剛柔流空手道KEアカデ
ミー所属の高嶋一真さん（小林在住）と加藤小梅さん（和泉在住）がそれぞれ準優
勝という好成績を収められました。
　今後の活躍に期待します。

▼平成28年度町長杯ソフトボール大会結果報告
　9月11日（日）に鍋田川グラウンドを会場として“町長杯ソ
フトボール大会”が開催されました。
　今大会は、男子5チーム・女子3チームの参加のもと白熱し
た試合が繰り広げられ、男子の部では、強打を誇った『K’s』が、
女子の部では好投・好守を誇った『木曽岬レディース』がそれ
ぞれ優勝の栄冠に輝きました。
　なお、試合結果は次のとおりです。

【試合結果】　男子の部　優　勝：K’s
　　　　　　　　　　　準優勝：しらさぎ
　　　　　　女子の部　優　勝：木曽岬レディース
　　　　　　　　　　　準優勝：木曽岬中学校ソフトボール部

▼高嶋一真さん、加藤小梅さん
　“第9回三重県空手道錬成大会”
　小学2年生男子組手、中学3年生女子組手　準優勝！！

　9月11日（日）に員弁運動公園体育館（三重県）で開催された「第3回
CTYカップ第12回いなべ市少年柔道大会」において、木曽岬町スポ
ーツ少年団柔道教室所属の留場琉生さん（小林在住）が小学2年生の部
で優勝という輝かしい成績を収められました。
　昨年度は、決勝戦で敗れ惜しくも準優勝だったのですが今年は見事
雪辱を果たし、優勝することが出来ました。
　今後のさらなる活躍を期待しています。

▼留場琉生さん
　“第3回CTYカップ 第12回いなべ市少年柔道大会”
　小学2年生の部　優勝！！

ア
イ・エ
ヌ・ジ
ー

Ｋ
，ｓ

第
二
栄・栄

藤
里

し
ら
さ
ぎ

5 － 93 －17

11－ 2

9 － 4

男子の部 女子の部

①Cherry Spirits

① ② ③

②木曽岬中学校 5－3

2－5 13－5

5－13

3－5 5－2

③木曽岬レディース

男子の部　優勝：K’s

女子の部　優勝：木曽岬レディース
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Ｓ 　9月19日（月・祝）に桑名市体育館 武道場（三重県）で開催された「第1回ゆめはまカップ柔道大会」において、

木曽岬町スポーツ少年団柔道教室のみなさんが下記のとおり好成績を収められました。
　今後のさらなる活躍を期待しています。
　
【大会結果】
　幼児・1年生の部 準優勝　山口達也さん（和泉）　　　
 第３位　岡村藍璃さん（白鷺）
　2年生の部 第３位　留場琉生さん（小林）
 　　　　小塚瑛仁さん（白鷺）
　3年生の部 第３位　佐藤颯記さん（小林）
 　　　　山口翔大さん（和泉）
　6年生の部 第３位　松永理瑚さん（雁ヶ地）
　中学生男子の部 準優勝　山本晃聖さん（田代）

▼“第1回ゆめはまカップ柔道大会”大会結果！！

　9月25日（日）に亀山西野公園体育館（三重県）で開催された「三重県ドッジボール選手権」において、木曽
岬ラッキーキッズが見事“優勝”しました。
　また同日、小学1年生～ 4年生を対象とした「東海ブロックジュニア
三重県予選大会」も開催され、木曽岬ラッキーキッズJrがベスト8に輝き、
東海ブロックジュニア大会出場の切符を獲得しました。今後のさらなる
活躍を期待しています。
　なお、9月に開催された他の大会出場結果は以下のとおりです。
　●9月10日（土）　東谷カップ（兵庫県） ：第３位（全36チーム中）
　●9月18日（日）　ひらかたカップ（大阪府） ：準優勝（全40チーム中）

▼“三重県ドッジボール選手権”木曽岬ラッキーキッズ優勝！！

　10月21日（金）～ 23日（日）にかけて行われる“第49回全日本新
人ボウリング選手権大会 少年の部 男子個人戦（会場：神戸六甲ボウル）”
に出場する甲地悠人さん（田代）が加藤隆町長を表敬訪問しました。
　甲地さんは、8月28日（日）に開催された平成28年度三重県新人ボ
ウリング選手権大会の少年の部において見事準優勝し、全国大会への
出場を決めました。
　甲地さんからは「入賞を目指して頑張ります」という力強い決意表
明がなされ、加藤隆町長からは激励金が授与されました。

▼甲地悠人さん、全国大会へ！！

★木曽岬ラッキーキッズでは
　メンバーを募集しています！！
★木曽岬ラッキーキッズでは
　メンバーを募集しています！！
●火・木曜日：午後4時30分～7時
●土　曜　日：午後1時～5時
●第５日曜日：午前9時～午後5時
　上記の日程で町体育館で練習しています。
興味のある方は是非一度見学・体験にお越し
ください。
※見学・体験は随時受付け中です。
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Ｓ子どもたちの学力が高まってきています子どもたちの学力が高まってきています

　この調査は小学校6年生と中学校3年生を対象に学力または学校生活や家庭生活の様子を把握し、

今後の学習や生活の改善に必要な取り組みを検証していくために毎年4月に実施されているものです。

11月号では「学力」に関わる調査結果の考察と今後の取り組みについてお知らせします。

実施教科　小学校：国語（A問題・B問題）、算数（A問題・B問題）
　　　　　中学校：国語（A問題・B問題）、数学（A問題・B問題）

○学力調査結果に対する考察

•自分の考えを持ったり友だちと意見を交流したりする共同的な学習の取り組みを進めるとともに、自分の考えを
　整理し、記述する力を育てるための取り組みの充実に努めます。
•少人数授業・授業改善・個に応じた補充学習等を推進して一人一人の学力保障に努めます。
•研修の充実を図り、教員一人一人の授業力の向上をさらに進めます。
•電子黒板などのICT教材・教具を効果的に授業で活用する研究を進めます。

☆今後、継続して取り組んでいくこと☆

～「平成28年度全国学力・学習状況調査」結果の考察と今後の取り組み　その1～

☆全国平均と比較した木曽岬町の状況についてまとめました。

木曽岬町教育委員会

Ａ問題 ・・・主として「知識」に関する問題（身につけておくべき基礎的な知識や技術）
Ｂ問題 ・・・主として「活用」に関する問題（知識や技術を実生活の場に活用する能力）

小学校

国語・・・全国平均と同程度です。
算数・・・全国平均より上回っています。

中学校

国語・・・全国平均より上回っています。
算数・・・全国平均より上回っています。

○A問題については、国語、算数・数学において小中学校ともに正答率が高く、基礎的・基本的な知識や技能が

　身についています。

○B問題については、課題は見られるものの「共同的な学習」の取組や「書く」活動を充実させる取組の成果が

　表れています。特に算数・数学では数学的に考える力がついてきています。

○A・B問題ともに無解答率（※）は、小中学校ともに全国よりも低く、自分でしっかりと考えられる力がついてき

　ています。〈※無解答率・・・解答に記述がなく空欄のまま提出された割合〉

▲小学校 国語B問題「書くこと」の問題に課題がみられました。条件に合わせた自分の考えを的確に記述する

　取組を今後も進めていく必要があります。

▲中学校 国語A問題「伝統的な言語文化と国語の特質」の領域に課題が見られました。敬語や慣用句など伝統

　的な言語に親しむ取り組みをさらに進めていく必要があります。
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北部公民館 図書室だより北部公民館 図書室だより 教育関連施設開館日の
お知らせ

町 体育館 体育館シューズを持参の上、お越しください。

◎一般開放日
11月の一般開放日はありません。

文 化資料館
◎開館日
毎週日曜日
午前9時～午後4時

◎開館日
火～日（祝日を除く）
午前8時30分～午後5時

北 部公民館

◎軽スポーツ教室
11月の軽スポーツ教室は
ありません。

新 刊

児童向け●危険なビーナス
東野 圭吾

●励み場
青山 文平

●みかづき
森 絵都

●お茶をどうぞ 対談向田邦子と16人
向田 邦子

●強父論
阿川 佐和子

●「パパ」はどうしてパパなの？
すずき えいけい

●シャンプーきらぁい
柴山 ヒデアキ

●ヤマネコ毛布
山福 朱実

●トリックオアトリート！
岡村 志満子

●ばななくんがね・・・
とよた かずひこ

●どのこかな？〈かぞえてみよう1 2 3〉
ヒド・ファン・ヘネヒテン

　木曽岬町給食センターでは、木曽岬町や三重県産の食材を活用して「地物一番の日」として給食を提供しています。

（変更になる場合があります）

●11月14日（月） 鶏肉・大豆の水煮・トマト水煮（チキンビーンズ）
●11月15日（火） 干し椎茸・筍水煮（八宝菜）、ミニトマト【木曽岬産】
●11月16日（水） 鯖（鯖の唐揚げ）、焼き海苔【木曽岬産】
●11月17日（木） うどん・鶏肉（親子うどん）、みかん
●11月18日（金） 豆腐（豚汁）、ほうれん草（ほうれん草のゴマ和え）

木曽岬町の地物をいかした給食の献立について

わたしの
オススメする
この一冊

わたしの
オススメする
この一冊

オススメの本

『また、同じ夢を見ていた』
住野よる／双葉社

木曽岬中学校2年　大平　奈津美

　「また、同じ夢を見ていた。あの夢を見るといつも思う。自分にきかれているみたい。

“あなたは今、幸せなのか”って」

　この本は、かしこくて本好きな女の子　奈ノ花が自分なりの「幸せ」を見つけるお話

です。この本にはいろいろな登場人物が出てきます。おいしいお菓子をつくってくれる

おばあちゃん、腕が傷ついている南さん、優しいけど少し的外れなひとみ先生、素敵な

絵を描く才能があるのにそれを隠そうとしている桐生くん、そして尻尾のちぎれた彼女。

　読み終わった後にはきっと“今”を大切にしようと思えるおすすめの本です。

中学校での取組の中から紹介します。中学校での取組の中から紹介します。

もっと使える！
ジップロックで暮らし上手
ジップロック暮らし上手編集部
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　犯罪や事故に遭うと、ケガをする、お金を盗まれるといった直接的な被害だけでなく、
　　　●医療費の負担が大きく経済的に苦しくなる
　　　●ケガや体調不良等で仕事をやめざるを得なくなる
　　　●マスコミの取材や近所のうわさ話等によるストレスで外出できなくなる
　　　●眠れない、食事がとれない、事件のことが急によみがえってくるなど精神的に苦しめられる
　などの問題に直面します。
　また、被害者だけでなく、家族や友人など周囲の人達もさまざまな問題に苦しめられます。
　もし、あなたの周囲に犯罪などの被害で悩んで
いる方がいれば、みえ犯罪被害者総合支援センタ
ーをご紹介ください。
　また、警察にも心理カウンセラーがいます。
　被害を打ち明けることは勇気がいることですが、
ご相談ください。

税 インフォメーションインフォメーション

税務署から相談窓口のお知らせ

ミーポ君

■桑名警察署　　☎（0594）24-0110
■木曽岬駐在所　☎65-3635警察署コーナー

町内9月の交通事故
●件数／15件（138件）●死者数／0人（1人）●負傷者数／6人（15人）

（　　）…平成28年累計

犯罪被害者週間（11月25日～12月1日）
社会全体で被害者を支え、

被害者も加害者も出さない街づくりにあなたもご協力ください。

インターネット上の税務相談室

「タックスアンサー」
電話相談センター

　国税庁ホームページでは、よくある

税に関するご質問に対する回答を

「タックスアンサー」として掲示して

います。 

　タックスアンサーを利用するには、

インターネット環境のあるパソコンや

スマートフォンなどで、「タックスアン

サー」と検索してください。

（http://www.nta.go.jp
/taxanswer）

① 桑名税務署（℡0594－22－5121）へお電話を
　 お掛けください。

② 自動音声によりご案内しますので、　 を押して
　 ください。 （案内の途中でも押すことができます。）

③ 自動音声に従って、相談したい内容の番号を選択
　 してください。

【受付時間等：午前8時30分～午後5時（土日祝日、年末年始を除く。）】

自宅や事務所から
相談ができるなんて
便利でいいわ。

犯罪被害者支援の相談窓口
「公益社団法人みえ犯罪被害者総合支援センター」
☎059－221－7830 （平日午前10時～午後4時）

「みえ性暴力被害者支援センターよりこ」
☎059－253－4115 （平日午前10時～午後4時）

犯罪被害者支援を考える集い
～考えよう　市町村における犯罪被害者支援～

●日　　時／11月30日（水）　午後1時30分～4時30分
●会　　場／河芸公民館（津市河芸町浜田742番地）
●主　　催／三重県警察本部、公益社団法人みえ犯罪被害者総合支援センター
●問合せ先／三重県警察本部広聴広報課被害者支援室　☎059-222-0110（内線2921・2922）

参加費無料
定員500名
事前申込不要
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こんに ちは保健師です
◆保健師／☎68-6104・☎68-6119

11月は「虐待防止月間」です。
「ストップ！ こども虐待」地域のみんなで、子どもの未来を守りましょう。

●虐待防止月間の期間中（11月末日まで）保健センターで
　「オレンジリボンツリー」を展示しています！
　「子ども虐待防止月間」の啓発活動の一環として、平成28年度も三重県内の各
市町で「オレンジリボンツリー」の展示を行っており、木曽岬町においても11月
末日まで、保健センターロビーで「オレンジリボンツリー」を展示していますので、
短冊へのメッセージのご協力をお願いします。

●虐待かもと思ったら、児童相談所全国共通ダイヤル｢189｣番へ！
お近くの児童相談所につながります。
　近所の家から頻繁に激しい物音や子どもの泣き声が聞こえる…、子どもに不自然な傷がある…など「もし
かして虐待かも？」と思っても、確証が持てず相談や通報をためらっていませんか？ あなたの気づきと勇
気ある行動が、子ども達の笑顔を守ります。子どもへの虐待に気づいたら、迷わず児童相談所などに通報
しましょう。虐待を受けたと思われる児童を発見した場合は児童虐待防止法により、市町村の窓口や児童
相談所などに通報することが義務付けられています。

●地域で子育て家族を見守りましょう！
　毎日の子育ての生活の中では、思い通りになら
ないこともたくさんあり、焦りやいらだちを持って
しまうこともあるでしょう。子育てに不安や悩みを
抱えていても、誰にも相談できず孤立してしまう
家族もいます。子育て家族が安心して暮らしていく
ためには、地域ぐるみで子育てを支えていくことが
大切です。

あいさつだけでも構いません。
やさしくひと声かけてください。

かわいい
お子さんですね

元気がないけど
大丈夫？

子育て
たいへんですね

困っていること
はない？

・・・困ったときは子育て等の相談機関を利用しましょう・・・
町 内

◆木曽岬町こども相談センター（☎68-6119）
木曽岬町こども相談センターでは、保健師の育児相談や心
理士によるカウンセリングも行っていますので、育児の不
安やストレスを感じた方はまずはお電話を・・・

◆木曽岬町子育て支援センター
福祉・教育センター（集会室）で、子育て中の親子が遊んだ
り、交流できる「子育てサロン」を実施しています。お誕生
会など楽しいイベントも行っています。

◆民生委員・主任児童委員
毎月1回福祉・教育センターで、「心配ごと相談」を実施し
ています。

町 外

◆NPO法人MCサポートセンターみっくみえ
　（☎0594-21-4935）
助産師、保育士、栄養士等による子育てなんでも電話相談
や母乳育児相談（要予約）の実施、子育てサークルの開催。

◆北勢児童相談所（☎059-347-2030）
児童虐待通告の受け付け。児童福祉司、児童心理司などの
専門職による調査・指導や、療育手帳の判定の実施。いろ
いろな事情があって家庭で子どもを育てることができない
ときの相談、里親になりたい方の相談などの受け付けをし
ています。

◆北勢福祉事務所（☎059-352-0557）
女性相談員などの専門職が、配偶者からの暴力（DV）をは
じめとして、女性が抱える家庭や職場の悩みについての相
談・支援を行っています。

11月12日～25日は「女性に対する暴力をなくす運動」期間です！！

（昨年の様子）
いちはやく
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救急医療情報

☎0594-23-1199

桑
名
市

  

体
育
館

桑
名

市
役
所

国
道
１
号

応急診療所
ふれあいプラザ
（旧保健センター）内

◆地域救急医療情報センター

診察可能な病院を24時間体制で案内します。
医療機関の案内を受けたら診察の可否を病院へ確認して
受診してください。

☎0594-21-9916
◆桑名市応急診療所（桑名市ふれあいプラザ内）

●診療科目／内科・小児科
●診  療  日／土曜・日曜・祝日
●診療時間／午前9:30 ～正午
　　　　　　午後1:00 ～ 4:00
●土曜の夜間／午後8:00 ～ 10:00
※8月1日より平日夜間診療は休止しています。

がん検診を
受けられた方へ

　今回の検診結果に、「要精検」の
文字があった方は、医療機関で必ず、
早めに精密検査を受けてください。

歯っぴい指導室
■日　　時／ 11月17日㈭
　　　　　　午後1時30分～ 2時30分
■場　　所／保健センター
■対　　象／平成28年1・2月生の乳児
■持  ち  物／母子健康手帳、問診票

健 診

1歳半健診・3歳児健診
■日　　時／ 12月1日㈭
　　　　　　午後1時15分～ 2時30分
■場　　所／保健センター
■対　　象／ 1歳半健診
　　　　　　平成27年5・6月生の幼児
　　　　　　3歳児健診
　　　　　　平成25年5・6月生の幼児
■持  ち  物／母子健康手帳、問診票
※3歳児は尿をご持参ください。

保健衛生のコーナー
◆福祉健康課・保健センター／☎68-6104

お忘れのないように

●月曜日～金曜日
　午前9時～午後3時45分
※年末年始および祝日はお休み

女性の悩み相談
北勢福祉事務所の女性相談員による
電話相談・面接相談（無料）です。

☎059-352-0557

教 室 ・ 相 談

音楽療法
■日　　時／ 11月14日㈪
　　　　　　午前10時30分～ 11時30分
■場　　所／福祉教育センター集会室
■対　　象／乳幼児とその保護者

カウンセリング （予約制）
■日　　程／ 11月24日㈭、12月8日㈭
■場　　所／保健センター
■内　　容／ことばや発達の支援、
　　　　　　カウンセリング
※ご希望の方は、保健師までご連絡くださ
　い。

育児相談 （予約制）
■日　　時／ 11月25日㈮
　　　　　　午後1時30分～ 3時
■場　　所／保健センター
■対　　象／乳幼児、保護者
■持  ち  物／母子健康手帳
※ご希望の方は、保健師までご連絡くださ
　い。

MR（麻しん・風しん）
■対　象／１期　12～ 24ヶ月までに
　　　　　２期　５歳～ 7歳未満で就学前
　　　　　　　　の1年間に

11月個別予防接種

ヒブ／小児用肺炎球菌
■対　象／生後2ヶ月～

B型肝炎
■対　象／Ｈ28.4.1以降に生まれた
　　　　　生後2ヶ月～ 12ヶ月まで

四種混合
■対　象／生後3ヶ月～

日本脳炎
■対　象／ 3歳～

水痘
■対　象／生後12～ 36ヶ月までに

BCG
■対　象／生後5ヶ月～ 8ヶ月までに

二種混合
■対　象／２期　11歳～ 12歳　小学6年生

子宮頸がん予防ワクチン
■対　象／中学校1年生

※現在、子宮頸がん予防ワクチンの接種に
　ついては、積極的にはお勧めしていませ
　ん。
※問合せ先：保健センター（☎68-6119）

11月前半の行事日程
■11月8日㈫ もぐもぐ教室
■11月10日㈭ カウンセリング
 すくすくひろば
※詳細は前月号または、町行事・健康カレ
　ンダーをご覧ください。

すくすくひろば
■日　　時／ 12月8日㈭
　　　　　　午前10時30分～ 11時30分
■集合時間／午前10時～ 10時30分
■場　　所／保健センター
■対　　象／ 1歳6ヶ月から（全8回）
■持  ち  物／出席カード（2回目から）

ブックスタート
■日　　程／ 11月30日㈬
■集合時間／午後2時30分～ 3時30分
■場　　所／北部公民館
■対　　象／７、8、9ヶ月の乳児と保護者
　　　　　　（平成28年3月～

5月生の乳児）

土・日・祝日を除く午前8:30～午後5:00

子育て相談
専用電話

☎68-6119へ（6のハロー119番）
子育てに関する相談は

大人のカウンセリング（予約制）
■日　　時／ 12月1日㈭
　　　　　　午前10時～正午
■場　　所／保健センター
■内　　容／カウンセリング
※ご希望の方は、保健師までご連絡くださ
　い。

集団フッ素塗布
■日　　時／ 12月1日㈭
　　　　　　午後1時30分～ 2時30分
■場　　所／保健センター
■対　　象／１歳4・5・8・9か月児、
　　　　　　２歳0・1・4・5か月児
■持  ち  物／母子健康手帳、問診票、
　　　　　　自己負担金500円

子育てサロン
●利用できる日
　月曜日の午前・午後
　火曜日～金曜日の午前

11月11日㈮、21日㈪午後
土・日曜日および祝日

11月の子育てサロンのお休み

カ
レ
ン
ダ
ー

保
健
衛
生
の
コ
ー
ナ
ー

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

教
育
委
員
会
だ
よ
り

生
活
の
ミ
ニ
情
報

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ



23 広報きそさき　2016.11.1

中部国際空港よりお知らせ

●電話／0569－38－7860（直通）（午前9時～午後6時）
●ＦＡＸ／0569－38－7859
※時間外は留守番電話にて対応します。

航空機騒音については
航空機騒音・テレビ電波障害相談室をご利用ください。

※ごみ減量にご協力をお願いします。（資源ごみ、廃品回収をご利用ください。）
※生ごみなど水分の多いものは、水切りを十分に行ってください。
※プラスチック製容器包装は分別して専用のごみ袋に入れてください。

新加路戸・上加路戸・中加路
戸・大新田・外平喜・近江島・
西対海地・田代・脇付・雁ヶ地・
福崎・上見入・東見入・下見入・
辰高・上和泉・下和泉・中和泉・
小和泉・小林・栄・中栄・第
２栄

富田子・新富田子・東富田子・
豊崎・川先・藤里台・西白鷺川・
白鷺・源緑・下藤里・上藤里・
松永・南栄・かおるヶ丘・な
ぎさ台

Ａ 地 区

対象地区

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

資源ごみ

プラスチック製
容器包装

Ｂ 地 区

毎週月・木曜日
  3日・  7日・10日・14日・17日
21日・24日・28日

毎週火・金曜日
  1日・  4日・  8日・11日・15日
18日・22日・25日・29日

毎月第１・第３水曜日
2日・16日

毎月第２水曜日
9日

毎月第４水曜日
23日

毎週水曜日
2日・9日・16日・23日・30日

家庭ごみ収集におけるお願い

毎月第４日曜日 27日

※収集日程については行事・健康カレンダーをご確認ください。
家庭ごみ、資源ごみ収集日程

福祉健康課 68-6104
住 民 課 68-6103
税 務 課 68-6102
危機管理課 68-6101
総務政策課 68-6100

教育委員会 68-1617
議会事務局 68-6108
会 計 課 68-6107

68-6106
産 業 課
建 設 課

68-6105

夜間・休日電話 68-8111
平日夜間 午後5：15～翌日 午前8：30／土・日・祝日・年末年始

●町のホームページ
　http://www.town.kisosaki.lg.jp/

月カレンダー11
主 な 行 事 備 考場 所 時 間

17㊍

25㊎

•北勢地域若者サポートステーション
出張相談in木曽岬

福祉・教育センター

福祉・教育センター

要予約
☎059-359-7280

27日

6 日

•心配ごと・行政・人権相談

午前9時30分～11時30分

午前9時～11時30分

•秋の文化祭 町体育館
小学校ふれあいホール

午前8時30分～午後4時（作品展）

•消防技術競練会 長島・木曽岬分署 午前9時30分～正午ごろ

午前8時40分～午後2時20分（舞台発表）

4 日•町内一斉清掃 町内全域

収納・証明業務

•複合型施設行政棟内覧会
•複合型施設行政棟完成式典 複合型施設

複合型施設
午前10時～

•日曜役場 役場　住民課・税務課 午前8時30分～午後5時

式典終了後～午後5時まで

12月カレンダー
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11月の納付

●国民健康保険料（11/30納期限） ……… 第５期分
●後期高齢者医療保険料（11/30納期限）  第５期分
●介護保険料（11/30納期限） …………… 第４期分
●水道料金・下水道使用料（11/30納期限）  Ｂ地区
●幼稚園授業料（11/28納期限） …………… 11月分
●保育園保育料（11/28納期限） …………… 11月分
口座振替の方は振替不能とならないよう通帳の残高をお確かめください。

納付をお忘れなく！




